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大吉備津彦命を主祭神とする神社で、本殿は比翼入母屋造りと言い、吉備津神社でしか見られない特殊なも

ので、吉備津造りとも呼ばれています。

本殿と拝殿は1425年に再建されたもので国宝に指定されており、約半世紀ぶりに葺き替えが行われました。

また、釜の鳴る音で吉凶を占う鳴釜神事でも有名です。

『吉備津神社』
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新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様方におかれましてはお健やかに

新しい年をお迎えのこととお慶び申しあげま

す。

平素は広島国税局間税会連合会の運営に対

して、格別のご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。また、国税当局の皆様には、多

大なるご指導、ご鞭撻を賜り、厚く御礼を申

し上げます。

さて、昨年を振り返ってみますと、サッカ

ーワールドカップでの日本代表選手の活躍な

ど、スポーツ界では明るい話題が多かったも

のの、株価は低迷し、円高の進行による企業

業績の悪化等、景気回復の出口が見えない状

況が続きました。

また、政治の世界では、昨年6月に誕生し

た菅内閣は、発足当初はその期待感から国民

の支持は高いものがありましたが、7月の参

議院議員選挙では「消費税率　10%への引上

げ」発言等を契機に、与党民主党の大敗とい

う結果を招きました。

国民の中には、財源の確保から消費税引き

上げもやむなしとの考えも広がってきており

ましたが、増税規模や使途について何ら説明

がないままでの突然の引き上げ論に対して国

民の多くは反発したものと思われます。

しかしながら、みなさまもご存知の通り、

消費税は税収の約2割を占める重要な財源と

なっております。少子高齢化に伴う社会保障

財源確保、財政基盤の強化のためにも消費税

率の引き上げについての議論は、避けては通

ることはできず、消費税を理解し、支持する

団体としての私ども間税会の役割は、益々重

要となっていくものと考えております。

間税会の活動を活性化していくためには、

基盤となる会員の増強を進めて行く必要があ

ることは言うまではありませんが、昨今の厳

しい状況の中、会員数の増加は非常に難しく

なっているのが現状です。ただ、昨年も新た

に女性部の設立が1件ございました。また本

年度中にも新たに女性部、青年部設立の動き

があると聞いております。こうした明るい材

料が、今後の間税会の活性化に大きく寄与し

ていくものと大いに期待しております。

皆様方におかれましては、これまで同様、

会員の増強、間税会活動の活性化に向け,ご

支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

最後になりましたが、本年が皆様にとりま

して輝かしい年となりますよう心よりお祈り

申し上げます。

また、国税当局の皆様にはこれまで同様、

ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

まして、年頭にあたっての私の挨拶とさせて

いただきます。

謹賀新年

闍橋
たかはし

正
しょう

広島国税局間税会連合会会長
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平成23年の年頭にあたり広島国税局間税

会連合会の皆様に謹んで新年のご挨拶を申

し上げます。

会員の皆様方には、平素から税務行政に

対しまして、格別のご理解とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

間税会におかれましては、消費税をはじ

めとする間接税に関する唯一の団体として

創設され、税知識の普及と納税道義の高揚

に多大な貢献をされてこられました。

最近では、租税教育の観点から、将来の

我が国を担う若い世代が租税について正し

い知識を有することが重要であるというご

認識のもと、中学校・高校における消費税

に関する「ディベート」や「小論文発表会」

など、将来を見据えた新しい活動にも積極

的に取り組まれ、着実にその成果を挙げら

れております。

これも、役員並びに会員の皆様方のご努

力の賜物であり、皆様方のご労苦に対し、

敬意を表する次第でございます。

さて、最近の内外経済、我が国の財政に

目を転じますと、甚だ明るい展望を申し上

げにくい状況となっております。また、税

務行政を取り巻く環境を見ましても、定員

事情は相変わらず厳しい中、業務量は年々

増加の一途を辿っている状況にあります。

しかし、経済・社会がどのような状況に

あろうとも、また、時代がどう変わろうと

税務行政の分野に奇手奇策はなく、私ども

の揺るがしてはならない行動原理である

「適正公平な課税の実現」を常に念頭に置き、

地道に真っ正直に、私どもの使命を果たし

ていくことが基本であります。

このような考えのもと、限られた人的･物

的資源をより有効に活用しながら、事務の

効率化・合理化、経費削減等を図りつつ、

行政の透明性や納税者の利便性の向上に努

める一方で、悪質な納税者に対しては厳正

な対応を行うことにより、国民の皆様の負

託に応え、その理解と信頼を確かなものと

していく必要があると考えております。

会員の皆様方におかれましては、税務行

政を取り巻く環境の変化に伴う諸施策の趣

旨を十分ご理解いただくとともに、今後と

も税に対する良き理解者として、適正な申

告と期限内納税の実現に向け、なお一層の

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

こうした課題のひとつとして取り組んで

おります「e－Taxの利用促進」につきまし

ては、役員並びに役員企業の積極的な利用

促進に取り組んでいただいておりますこと

に感謝申し上げます。

e－Taxにつきましては、引き続き普及・

拡大に向けて取り組むこととしております

ので、更なるご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

新しい年が、間税会の更なるご発展と会

員の皆様方のご繁栄につながるよい年であ

りますように、心から祈念いたしまして、

新年の挨拶とさせていただきます。

長友
ながとも

哲次
てつ じ

広島国税局長

新年おめでとうございます
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岡 山 県 間 税 会 連 合 会

広島県間税会連合会飛躍を
図る！

広島東間税会　
広島西間税会
広島南間税会
廿日市間税会　

呉 間 税 会
海 田 間 税 会
広島北間税会
吉 田 間 税 会

東広島間税会　
竹 原 間 税 会
尾 道 間 税 会
三 原 間 税 会

福 山 間 税 会
府 中 間 税 会
三 次 間 税 会
庄 原 間 税 会
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国 税 庁 長 官 表 彰
植田　啓介 氏

全間連　理事
局間連　副会長
海田間税会　会長

国 税 局 長 表 彰

岩根　秀樹 氏
局間連　理事
広島県連　常任理事
廿日市間税会　副会長

村谷　太洋 氏
局間連　常任理事
山口県連　副会長
徳山間税会　会長

常川　律子 氏
広島東間税会　理事
元全間連　理事
元局間連　女性部長

平成22年度国税庁長官納税表彰式が平成22年10月28日に三田共用会議所で、また、広島国税
局長納税表彰式が平成22年10月28日にホテルセンチュリー21広島で挙行されました。
間税会関係者では、国税庁長官表彰を植田啓介氏（海田）が受賞されました。また、広島国

税局長表彰を常川律子氏（広島東）、岩根秀樹氏（廿日市）、村谷太洋氏（徳山）の各氏が受賞
されました。
この他、各税務署においても税務署長表彰が行われ、12名の方々が受賞されました。

税　務　署　長　表　彰
足立　三樹夫（松江間税会）
吉岡　克一氏（隠岐島間税会）
永山　繁光氏（児島間税会）
出野　昭子氏（広島西間税会）
高根　　巧氏（東広島間税会）
横山　　進氏（海田間税会）

江原　　實氏（倉吉間税会）
米田　則雄氏（松江間税会）
柳井　　弘氏（岡山西間税会）
大月　孝之氏（高梁間税会）
黒河　壽一氏（広島北間税会）
山口　國宏氏（廿日市間税会）
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平成22年中国納税貯蓄組合連合会が募集した

「中学生による租税作品（作文・習字）」に対して

作文17,102編、習字32,419点の応募がありました。

その中から選ばれた優秀作品については、国税

庁長官賞をはじめ数々の賞が授与されました。

間税会関係では、平成15年に創設された広島

国税局間税会連合会会長賞に府中市立府中中学

校3年生の根来愛さんの作文と、修道中学校2年

生の越智敬史さんの習字が選ばれました。受賞

おめでとうございます。

また、全国間税会総連合会が募集した平成22

年度「税の標語」には、全国から121,968点の応

募がありました。広島局間連からは、呉間税会

の堀真也さん、海田間税会の松崎紀子さんの作

品が佳作に選ば

れたほか合計11

名の方々が入選

されました。お

めでとうござい

ます。

◆習字◆

～電子納税～～電子納税～
修道中学校2年　越智　敬史

中学生の税に関する租税作 品 中 学 生 の 税 に 関 す る 租 税 作 品  

広島国税局間税会連合会会長賞

平成22年度「税の標語」入選作品（中国地方分）
【全間連】

（呉間税会）
消費税　明るい未来の　道しるべ

堀　　真也

（広島東間税会）
子供でも　社会に貢献　消費税

崇徳高等学校　沖森　　司
（広島東間税会）

消費税　輝く未来の　基礎づくり
安田女子中学校　部谷　桃佳

（広島南間税会）
次世代の　安心守る　消費税

亀井　呂晃
（光間税会）

考えて　明るい暮らしに　税金を
岩本　一貴

（広島西間税会）
将来の　生活守る　消費税

川野　哲生

（吉田間税会）
考えよう　日本の未来と　税のこと

甲田中学校　瀬尾　知恵
（厚狭間税会）

消費税　未来につながる　虹になる
中曽　利博

（長門間税会）
税金が　未来を支える　キーワード

三隅中学校　松野　真子
（海田間税会）

この国を　支えるみんなの　消費税
井川　康秀

（海田間税会）
納税で　築くみんなの　明るい社会

松崎　紀子

入　選

安田女子中学校の部谷桃佳さん

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

佳　作 佳　作
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◆作文◆

～暮らしの中で必要な存在～～暮らしの中で必要な存在～
府中市立府中中学校3年　根来　愛

広島国税局間税会連合会会長賞

つい最近の出来事ですが、私達の住む広島

県のある市町村で、大雨による被害が起こり

ました。テレビで見ると、住宅・公共施設の

倒壊や電柱が倒れていたり、土砂くずれにな

っていたりしていました。広島県は気候から

して、比較的降水量が少ない地域なので、こ

のような大きな被害をあまり受けたことがあ

りませんでした。この被害によって、その市

町村は今も、生活していくのが困難な状況で

あるそうです。住民の人々の生活が困難な理

由は、「電気、水などが使えない」「行きたい

ところへ行けない」というものでした。

「電気、水などが使えない」これは、電柱が

倒れていたり、ダムの水が止められていたり

することが原因だと思いますが、倒れた電柱

やダムを直すには、「税金」が必要になります。

私達の地域でも、道を新しく作ったり、道

路の整備などに税金をまわしています。確か

にこれからも、不便な所を直し、住民の住み

やすい町づくりにはとても良い事だと思いま

すが、先程のように、別の市町村が被害にあ

い、多くの税金を必要としているのに、「税

金は使いきらないといけない」「ちょっとで

も町をきれいにしたいから」などのあいまい

な考えで税金を使ってほしくはないと、私は

考えます。

税金はその市町村や都道府県ごとに支給さ

れています。だから、その地域に与えられた

税金はその地域が考えて使わなければいけま

せんが、ある地域は余裕な生活ができて、も

う一つの地域はなかなか思い通りの生活がで

きないという、大きな差ができてしまうのは

どうかと思います。今回の事も含め、困って

いる地域には少しでも、国からの援助が必要

ではないでしょうか。

私は以前まで、税金に関して全く興味、関

心がありませんでしたが、今回のニュースが

きっかけとなり、税金への興味、関心がわい

てきました。使い方は地域ごとに、それぞれ

の考え方があると思います。その考え方をあ

いまいなものにせず、しっかりとした意見が

もてるものにすれば、誰もが納得のいき、興

味、関心がもてる「税金」になるのではない

でしょうか。

私達の暮らしは税金で成り立っていると言

ってもいいくらい、貴重で欠かすことのでき

ない「税金」に、これから社会に出ていく中

でお世話になるでしょう。だからこそ、今か

ら「税金」を正しく理解し、それに対して、

互いに尊重し合うことが大切だと思います。



（8）

全国間税会連

合会総会第37回

通常総会が、昨

年10月7日（木）、

香川県高松市の

全日空ホテルク

レメント高松で開催されました。四国間税会

連合会の担当で、全国各地から559名の会員

が出席し、広島局間連からは総勢63名が出席

いたしました。

香川県高松市は、四国の表玄関として、城

下町として古くから栄え、今も洗練された魅

力ある観光地で、昨年7月19日から10月31日

までの間開催された瀬戸内海に浮かぶ7つの

島（直島、豊島、女木島、男木島、小豆島、

大島、犬島）と高松港周辺を舞台に、アーテ

ィストによる作品展示やイベントなどが開催

されたことで広く知られています。

総会では、平成21年度の事業報告・決算報告、

平成22年度事業計画案・収支予算案が、いずれ

も満場一致で原案通り承認可決されました。

総会終了後、モデル会の顕彰が行われ、広島

局間連からは、広島西間税会が表彰されました。

また、総会に

先立ち、同じく

全日空ホテルク

レメント高松に

おいて、第32回

青年部通常総

会、第29回女性部通常総会が開催され、それ

ぞれ平成22年度事業計画案・収支予算案が承

認されました。

総会に合わせて

瀬戸内国際芸術祭

総合ディレクター

北川フラム氏によ

る記念講演が行わ

れました。

総会後の懇

親会では、2

名のヴィオリ

ラ演奏者によ

る生演奏に参

加者は魅了さ

れました。ま

た、懇親会アトラクションでは、盆踊りスタ

イルの「正調」「サンバ」「ロック」「フラメンコ」

など趣向を凝らした鳴子を持ったよさこい踊

りで会場が大いに盛り上がりました。

広島局間連から出席した役員、会員は、通

常総会、青年部総会、女性部総会を通じ、他

の間税会の方々と情報交換することができ、

大変有意義な活動となりました。

次回は北海道間税会連合会が担当となり、函

館で開催される予定です。みなさまの参加を

お待ちしております。

全間連第全間連第3737回通常総会回通常総会【【高松大会高松大会】】が開催が開催
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昨年９月から12月にかけて、局間連、同業種別部会及び県間連において会議等が開催さ

れ、さまざまな協議がなされましたのでご紹介します。

●局間連正副会長会議

平成22年11月2日（火）、リーガロイヤルホ

テル広島において正副会長会議が開催され

ました。

広島国税局から中村消費税課長のご臨席

をいただきました。上期の事業活動及び決

算報告の後、会員増強に向けた今後の活動

について協議されました。

●中国税務団体連絡協議会と広島国税局との

協議会開催

税を考え

る週間中の

去る11月15

日、中国税

務団体連絡

協議会第6

回総会が開

催され、広島国税局間税会連合会からは唯

山専務理事が出席いたしました。総会終了後、

広島国税局との協議会が開かれ、国税局か

ら、e－Taxへの取組、相続又は贈与等に係

る生命保険契約や損害保険契約等に基づく

年金の税務上の取扱い、インターネット公

売について説明があった後、意見交換が行

われました。

局間連

●委員長会議

平成22年10月18日（月）、ひろしまハイビル21において委員長

会議が開催されました。広島国税局から神田係長ご臨席のもと、

11月開催の正副会長会議の議案である、組織増強と局間連から

の提案事項等協議されました。

局間連・業種別部会・県間連・単位会の動き 局間連・業種別部会・県間連・単位会の動き 
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●山口税務懇話会

平成22年10月8日（金）、西部石油㈱山口製油

所において、広島国税局から中村消費税課長を

はじめ、徳山税務署、宇部税務署、厚狭税務署

から署長、統括官をお迎えし、第3回山口税務

懇話会総会が開催されました。

総会終了後、国税局の田駭主査を講師にお迎

えし「揮発油価額高騰時における揮発油税及び

地方揮発油税の特例税率の適用停止等につい

て」と題した研修会が行われました。

●芸防税務懇話会

平成22年10月4日（月）JX日鉱日石エネルギー

㈱麻里布製油所において、第47回芸防税務懇話

揮発油部会

会が開催されました。

広島国税局、廿日市税務署、岩国税務署から

ご臨席をいただきました。また、国税局の田駭

主査を講師にお迎えし、「揮発油税法等の改正

について」と題した研修会が行われました。

●水島税務懇話会

平成22年10月20日（水）、水島国際ホテルにお

いて第100回水島税務懇話会が開催されました。

広島国税局、倉敷税務署、児島税務署、玉島税

務署からご臨席をいただきました。

また、国税局の田駭主査を講師にお迎えし、

「揮発油税について」と題した研修会が行われ

ました。

●広島県間連～常任理事会開催

平成22年11月1日（月）、ホテルセンチュリー

21広島において常任理事会が開催されました。

広島国税局から中村消費税課長のご臨席をい

ただきました。

上期の事業活動の報告とともに、下期の活動

に向けた意見交換が行われました。

●岡山県間連～役員会の開催

平成22年12月9日（木）にえきまえミヨシノ

において、広島国税局 中村消費税課長をお迎え

して、役員会が開催されました。

各単位会の活動状況の報告の他、会員増強の

ための「しおり」「入会用はがき」の作成や報

奨金制度につ

いて議論し、

報奨金制度に

ついては来年

の役員会で諮

ることとなり

ました。

当日の午後は、広島国税局　齊川課税第二部

長をお迎えし、『税務行政の現状と課題』と題

し、「税務行政を取り巻く環境の変化」や「適

正・公平な税務行政の推進」など、御講演頂き

ました。

また講演後は、齊川課税第二部長と岡山県間

連の浅野会長、安部副会長、本藤副会長、須江

副会長との意見交換会も行われました。

県間連

業種別部会
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【ディベート大会開催：松江間税会】

平成22年11月29日（月）、松江税務署の協力のも

と、松江間税会の主催により、松江市の開星中

学校において、消費税の税率アップについての

賛否を議論するディベート大会が開催されまし

た。昨年から始まり、第2回目を迎えましたが地

元テレビ局や新聞社等のメディアが取材する中、

同校の3年生8名が消費税増税の肯定派と否定派

に分かれ、残りの3年生がそれぞれの主張を聞い

て、どちらの主張が優れていたかを審査しまし

た。

「国の膨大な借金問題の解決」、「超高齢化社

会に備えた税の国民負担の引き上げの必要性」

を理由に増税を訴える肯定派に対し、否定派は

「増税の前の経済立て直しの優先性」、「消費税の

逆進性」を掲げて反対意見を述べ、それぞれ資

料を使って分かりやすく議論が展開されました。

審査の結果は、増税肯定派が否定派より多く

の支持を得て、昨年とは逆の結果となりました。

どの生徒も真剣に肯定派、否定派それぞれの意

見に耳を傾けていました。将来を担う彼らにと

って非常に良い経験になったと思います。

【女性部設立：海田間税会】

平成22年11月16日（火）海田間税会の女性部

設立総会が、安芸郡海田町の安芸農協会館　サ

ンピア・アキにおいて、盛大に開催されました。

当日は広島国税局中村消費税課長、海田税務署

杉井署長他多数のご来賓をお迎えし、まず発起

人代表の日吉田和女性部長より設立の経過報告

があり、その後の議案審議も各議案とも満場一

致で可決され、無事、海田間税会女性部が誕生

しました。

その後の祝賀会において、会員相互の親睦が

図られ、終始和やかな盛会の内に設立総会は終

了いたしました。

単位会の動き
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「税を考える週間」が

間近に迫った10月30日、毎

年実施している、小学校

のサッカー大会を開催し

ました。間税会でもチー

ムを編成し、競技に奮闘しましたが、残念ながら

敗北しました。秋晴れの楽しい一日となりました。

また、11月11日には、一日税務署長として、

フリーアナウンサーの石橋竜史氏をお招きし、

税を考える週間ＰＲ・座談会・講演会等に大変

盛り上がりました。

税務団体連絡協議会と

の共催で、イオン宇品店、

広島サテイ店に「税に関

する標語・川柳・習字・

作文」の入選作品を展示

しました。

また、税の週間ポスターを展示したほか、ク

リアファィルに各種リーフレットを入れ来店客

に配付しました。

平成22年11月13日に、

呉駅、そごう呉店周辺に

おいて、呉税務署より14

名の参加を頂き、会員17

名の総勢31名で、街頭広

報活動を行いました。

クリアファイル・e－TaX勧誘チラシ・ティッ

シュを1セットにし、1,000名に配付しました。

当日は、「消費税いかすみんなの間税会」と書

いた幟や、税を考える週間がスタートしたこと

が書かれた横断幕の掲示、イータ君の着ぐるみ

の登場などで、会場も大いに盛り上がりました。

平成22年11月11日、ア

ルパーク天満屋1階ホー

ルにおいて、税の標語及

び、ポスターの展示を行

いました。また、アルパ

ーク通路において役員と税団協の方々がクリア

ファイル500部を配付しました。

税の標語については、150点を越える作品の

中から理事会において10点厳選したものです。

女性部は、平成22年11

月11日、中区八丁堀天満

屋前交差点において、平

成22年度「税の標語」最

優秀作品を記したＰＲ看

板を設置し、除幕式を行いました。

その後、紙屋町で、イータ君と共に街頭キャ

ンペーンを行い、クリアファイル、リーフレッ

ト、広報用ポケットティッシュ等各500セット

を配付しました。

青年部は、平成22年11

月11日、広島駅前南口噴

水前広場付近において、

「税を考える週間」の横

断幕を掲げるとともに、

街頭キャンペーンを行いました。

クリアファイル、リーフレット、広報用ポケッ

広島局連・県連青年部

広島東間税会

広島西間税会

呉間税会

廿日市間税会

広島南間税会

「税を考える週間」行事に参加
昨年の11月11日から17日までの間、「税を考える週間」行事の一環として、私たちの生活に欠

かせない税についてより深く考えていただくため、各地で色々な催しが開催されました。
間税会においても、国税局・税務署及び他の関係民間団体等と協力して、税務研修会や講演

会などを開催しましたのでご紹介します。
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東広島法人会主催の

「税に関する絵はがき」

コンクールが東広島市民

ギャラリー（フジグラン

内）において開催され、

これに協賛しました。

このコンクールは、東広島市立の小学校6年

生が対象で、36校1,580点の応募があり、入選作

品には会長賞が授与されました。

平成22年11月7日、小

中学生の租税教育の一環

として、「税に関する絵

はがき・作文・習字」コ

ンクールを開催しまし

た。16校575点の応募がありました。

未来ある子供たちの為に、税金は大切に使わ

なければならないと、改めて深く感じました。

中国納税貯蓄組合連合

会が主催する「中学生の

税に関する作文・習字」

に共催し、優秀作品には

徳山間税会会長賞を授与

しました。

平成22年11月14日、防

府デザインプラザ広場で

開催された「地場産フェ

ア」に協賛し、「e－Tax」

及び税に関するチラシに

花の種を添えて各1,500セット配付しました。

管内の小学生から「税

の習字」を募集しました。

応募総数は1,742点あり、

優秀作品を平成22年11月

18日から12月17日までの

間、管内地区内4ヶ所で作品展示会を開催し、優

秀作品には会長賞として表彰状を授与しました。

平成22年11月24日から

12月14日にかけて「税を

考える週間」の協賛行事

として、「財務管理セミ

ナー」を備前商工会議所、瀬戸法人会の共催に

て備前商工会館にて開催しました。

講師には、税理士の島原実氏をお招きし、5

日間コースにて開催しました。

平成22年10月24日に山

陽小野田市民祭と11月14

日の厚狭駅前の秋祭りに、

法人会女性部と共催で、税

金クイズを開催しました。

平成22年11月11日、天満屋

アリス広場前において、岡山

東税務署、岡山県備前県民局、

岡山東間税会役員・女性部・

青年部が、街頭ＰＲ活動と広報

車出発式を行いました。

街頭ＰＲでは、e－Taxの

マスコット「イータ君」をは

じめ、岡山県のマスコット「ももっち」「うら

っち」も参加し、税に関するリーフレットや広

報用ポケットティッシュ等500セット配付しま

した。

また、広報車（環境にやさしいＬＰＧ車）は

11月11日～17日の期間中、管内を巡回し、e－

Taxの普及促進や税の申告をＰＲしました。

11月20日には、岡山市が主催するボランティ

ア活動「地球にe―税　クリーン作戦」に女性

部・青年部が参加し、清掃活動を行いました。

平成22年11月12日、ジ

ョイフルにて来店された

買物客にポケットテッィ

シュを配付するととも

に、2Fでは、「税に関す

る作文、習字」の展示会を開催しました。

東広島間税会 厚狭間税会

岡山東間税会

西大寺間税会

瀬戸間税会

庄原間税会

山口間税会

徳山間税会

防府間税会

街頭ＰＲに参加したみなさん

清掃活動　集合写真
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児島納税貯蓄組合連合会と共催で、児島地区

の中学校の生徒を対象に、倉敷租税教育推進協

議会の「税についての作文・習字」作品募集を

行い、間税会会長賞の表彰を行いました。

平成22年11月16日、ア

ルネ津山東広場を発着点

に、第17回タックスウォ

ークラリーが開催され、

大学生や家族連れ等22チ

ーム120名がクイズを解きながら中心街を巡り

ました。当会は参加者にクリアファイルを配付

し、間税会の普及やＰＲを行いました。

納税貯蓄組合連合会の

主催する「税に関する作

文・習字」に共催し、入

賞者への表彰を行いまし

た。また、応募された租税

作品を管内の市町村ごとに展示いたしました。

平成22年11月17日、ホテルセントパレス倉吉

において、「消費税の誤りやすい事項・事例か

ら見たポイント、印紙税」について、講師に倉

吉税務署池田上席国税調査官をお招きし、税務

研修会を開催しました。

平成22年11月10日から

12日にかけて、スーパー

店頭で間税会・法人会・

税務署の税に関するチラ

シとe－Taｘの推進用チ

ラシなどとトートバッグをセットにし、来店客

へ配付しました。最近は、「レジ袋有料化」と

なり、来店客に好評で、どの店も開始後15分で

完配しました。

平成22年11月17日、西

郷税務署長山村博文氏を

講師にお迎えし、演題

「時代の変化と税務行政

について」の講演会を開

催しました。当日は、会員28名が参加しました。

「税を考える週間」に

先立ち平成22年11月1日、

今市町のラピタ本店の出

入口において、福間会長

や出雲税務署外の関係者

で「税ってなんだ？」の漫画本などを買い物客

に配付し、「税を考える週間」をＰＲする啓発

活動を実施しました。

広告掲載先募集！ 
広報委員会では、「間税だより」編集にあたり、年間広告掲載の契約先を募集しています。 

局間連の運営経費の一助とするため、各県連会長様及び会員様、是非ご協力のほど御願い致します。 

広告掲載先募集！ 

広島国税局間税会連合会事務局　ＴEL 082-242-1166

ご希望の方は下記へご連絡して下さい 

広告料 

A4紙面の1/5段 

20,000円 

1 年3回掲載（5月号・9月号・1月号） 

2 年2回掲載（5月号・1月号） 

3 年1回掲載（9月号） 

児島間税会

笠岡間税会

津山間税会

倉吉間税会

隠岐島間税会

浜田間税会

出雲間税会
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是非見て下さい！ 

平成22年9月15日 

http://www.hiroshima-kanzeikai.jp 

info@hiroshima-kanzeikai.jp 

staff@hiroshima-kanzeikai.jp 

1. ご挨拶 

2. 間税会組織図 

3. 活動報告／お知らせ 

4. 会報 等 

開設に伴い、各県間連、単位会毎にメールアドレスが付与されます。 
今後、詳細については、後日、各県間連・単位会事務局あてご案内いたします。 

広島国税局間税会連合会の 
ホームページを開設しました。 
広島国税局間税会連合会の 
ホームページを開設しました。 

開　　　設　　　日 

ホームページアドレス 

メ ー ル ア ド レ ス 

主 な コ ン テ ン ツ 

　日頃は、局運営にあたり、会員の皆様には大変お世話になっております。 
　先般の広報委員会にて、各事務局の紹介をシリーズ化してはとの意見がありました。 
　そうした中、先陣を切りまして、広島局間連の事務局を紹介いたします。 
　今後は、局間連→各県連→各間税会、と順番制で各事務局を紹介させていただきます。よろ
しくお願い致します。 
　当事務局は、平成21年5月に広島銀行の闍橋会長が、局連会長に就任を機に、事務局を広島銀
行法人営業部（広島市中区紙屋町）内に設置しました。 
　現在、総勢4名で事務局を運営しています。今後ともよろしくお願い致します。 

事務スタッフ（広島局間連） 

前列左／新見、右／廣江、後　左／沖光、右／福田 

氏　　名 

廣江　裕治 

沖光　達也 

福田　桂子 

新見　秀行 

役 職 等 
・広島銀行法人営業部　課長 

・広島局間連　常任理事 

・広島東間税会　副会長 

・広島銀行法人営業部 

・広島東間税会　広報委員 

・広島銀行法人営業部　スタッフ 

・広島局間連　事務局長 

・広島局間連　理事 

・広島東間税会　理事 

事 務 局 の 介 紹 事 務 局 の 介 紹 
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年頭あいさつ 年頭あいさつ 

　新年あけましておめでとうございます。会員のみなさまにおかれましては、良い新年

をお迎えのことと、お慶び申し上げます。昨年は、民主党の参議院大敗によるねじれ国

会となり、厳しい国会運営となった年でした。私達広報委員会は、5月に委員長が交代し、

新委員長のもと、読んで楽しい「間税だより」の発刊を目指して取り組んでいる所です。

今年も、委員一同頑張って行く所存ですので、引き続き皆様方のご支援とご協力をよろ

しく御願い申し上げます。 

平成23年元旦　 

 

吉岡文朗、村上俊二、唯山重夫、土岡正和、江本芳史、 

栗栖三知子、廣江裕治、新見秀行、沖光達也　 

広報委員 

マツダ㈱は1920年に東洋コルク工業㈱

として創業し、昨年で創立90周年を迎え

た自動車メーカーである。現在、世界で

唯一ロータリーエンジン搭載車を製造す

る会社であり、それを活かした水素ロー

タリーエンジン自動車や、世界最高水準

の低燃費を達成した新型エンジンを開発

するなど、積極的に環境技術の革新に取り組んでいる。

また、創業以来広島の地に本社を構えるマツダ㈱は、お世話になっている地域を大

切にしたいという考えから、各種地域イベントへの参加をはじめ、清掃ボランティア

活動や、本社工場構内を開放した駅伝大

会の開催など、地域に根ざした活動に積

極的に取り組んでいる。マツダ車をご購

入したすべてのお客様に「走る歓び」と

「優れた環境安全性能」を提供するとと

もに、地域社会の一員としてこれからも

積極的に地域に貢献してくれることを期

待したい。
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